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(57)【要約】
主チャネルが第１の時間帯と関連付けられた第１の周波
数帯域と関連付けられることを示している第１の信号を
アクセスポイント（ＡＰ）から受信し、副チャネルと関
連付けられたチャネル状態が主チャネルと関連付けられ
たチャネル状態より良いということをＩＥＥＥ８０２．
１１基地局（ＳＴＡ）によって判定し、第１の周波数と
関連付けられた主チャネルを予約することを含み、主チ
ャネルの予約は、第１の時間帯の間に主チャネルを占有
するまたは予約すること含み、主チャネルが占有されて
いるまたは予約されている間に、データを、副チャネル
を介して送ることを含む、データ送信を実行するシステ
ム、方法、および手段が提供される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データ送信のための方法であって、
　主チャネルが第１の時間帯に関連付けられた第１の周波数帯域と関連付けられることを
示している第１の信号をアクセスポイント（ＡＰ）から受信するステップと、
　副チャネルに関連付けられたチャネル状態は、前記主チャネルに関連付けられたチャネ
ル状態より良いということを判定するステップと、
　前記第１の周波数帯域に関連付けられた主チャネルを予約するステップであって、前記
主チャネルを前記予約するステップは、前記第１の時間帯の間に前記主チャネルを占有ま
たは予約するステップを含む、ステップと、
　前記主チャネルが占有または予約されている間に前記副チャネルを介してデータを送る
ステップと
　を備えたことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記ＡＰは副チャネル上で占有されることを示すステップをさらに備えたことを特徴と
する請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記主チャネルを予約するステップは、前記データが前記副チャネルを介して送られる
間に前記主チャネル上で送信するステップを含むことを特徴とする請求項１に記載の方法
。
【請求項４】
　前記主チャネルは、前記データを前記送るステップに関連付けられたアップリンクおよ
びダウンリンク送信の期間の間に占有または予約されることを特徴とする請求項１に記載
の方法。
【請求項５】
　前記主チャネルを予約するステップは、前記主チャネル上にＮＡＶを設定するステップ
を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記主チャネルが予約されると、前記データは前記副チャネル上で単独で送られること
を特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＡＰから、前記主チャネルが第２の時間帯に対する第２の周波数帯域に関連付けら
れることを示している第２の信号を受信するステップと、
　前記第２の時間帯の間に、前記第２の周波数帯域における前記主チャネル上で前記ＡＰ
と通信するステップと
　をさらに備えたことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　主チャネル表示を受信するステップをさらに備え、前記主チャネル表示は、前記主チャ
ネルの一部であるチャネルを識別するビットマップを含むことを特徴とする請求項１に記
載の方法。
【請求項９】
　データ送信のための基本サービスセット（ＢＳＳ）システムであって、
　アクセスポイント（ＡＰ）と、
　前記ＡＰと通信する１つまたは複数のステーション（ＳＴＡ）と
　を備え、前記ＡＰは、主チャネルが第１の時間帯に関連付けられた第１の周波数帯域と
関連付けられることを示している第１の信号を送り、
　前記ＳＴＡは、副チャネルに関連付けられたチャネル状態が前記主チャネルに関連付け
られたチャネル状態より良いということを判定し、
　前記ＳＴＡは、前記第１の時間帯の間に前記第１の周波数に関連付けられた前記主チャ
ネルを占有または予約し、
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　前記主チャネルが占有または予約されている間にデータが前記副チャネルを介して伝送
される
　ことを特徴とするＢＢＳシステム。
【請求項１０】
　前記ＡＰは副チャネル上で占有されることを示している前記ＡＰをさらに備えたことを
特徴とする請求項９に記載のＢＢＳシステム。
【請求項１１】
　前記主チャネルを予約することは、前記データが前記副チャネルを介して送られる間に
前記主チャネル上で送信することを含むことを特徴とする請求項９に記載のＢＢＳシステ
ム。
【請求項１２】
　前記主チャネルは、前記データを送ることに関連付けられたアップリンクおよびダウン
リンク送信の期間の間に占有または予約されることを特徴とする請求項９に記載のＢＢＳ
システム。
【請求項１３】
　前記主チャネルを予約することは、前記主チャネル上にＮＡＶを設定することを含むこ
とを特徴とする請求項９に記載のＢＢＳシステム。
【請求項１４】
　前記主チャネルが予約されると、前記データは前記副チャネル上で単独で送られること
を特徴とする請求項９に記載のＢＢＳシステム。
【請求項１５】
　前記ＡＰから、前記主チャネルが第２の時間帯に対する第２の周波数帯域に関連付けら
れることを示している第２の信号を受信している前記ＳＴＡと、
　前記第２の時間帯の間に、前記第２の周波数帯域における前記主チャネル上で前記ＡＰ
と通信している前記ＳＴＡと
　をさらに備えたことを特徴とする請求項９に記載のＢＢＳシステム。
【請求項１６】
　主チャネル表示を受信する前記ＳＴＡをさらに備え、前記主チャネル表示は、前記主チ
ャネルの一部であるチャネルを識別するビットマップを含むことを特徴とする請求項９に
記載のＢＢＳシステム。
【請求項１７】
　データ送信のための基本サービスセット（ＢＳＳ）システムにおけるデバイスであって
、
　主チャネルが第１の時間帯に関連付けられた第１の周波数帯域と関連付けられることを
示している第１の信号をアクセスポイント（ＡＰ）から受信し、
　副チャネルに関連付けられたチャネル状態は、前記主チャネルに関連付けられたチャネ
ル状態より良いということを判定し、
　前記第１の周波数帯域に関連付けられた主チャネルを予約するステップであって、前記
主チャネルを前記予約し、前記第１の時間帯の間に前記主チャネルを占有または予約する
ステップを含み、
　前記主チャネルが占有または予約されている間に前記副チャネルを介してデータを送信
する
　プロセッサを備えたことを特徴とするデバイス。
【請求項１８】
　前記デバイスは、前記主チャネル上にＮＡＶを設定し、前記主チャネルを予約すること
を特徴とする請求項１７に記載のデバイス。
【請求項１９】
　前記主チャネルが予約されると、前記データは前記副チャネル上で単独で送られること
を特徴とする請求項１７に記載のデバイス。
【請求項２０】
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　前記プロセッサはさらに、
　前記主チャネルが第２の時間帯に対する第２の周波数帯域に関連付けられることを示し
ている第２の信号を受信し、
　前記第２の時間帯の間に、前記第２の周波数帯域における前記主チャネル上で前記ＡＰ
と通信する
　ことを特徴とする請求項１７に記載のデバイス。
【請求項２１】
　前記プロセッサはさらに主チャネル表示を受信し、前記主チャネル表示は、前記主チャ
ネルの一部であるチャネルを識別するビットマップを含むことを特徴とする請求項１７に
記載のデバイス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＷＩＦＩ（登録商標）チャネル選択およびサブチャネル選択性送信に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　ワイヤレスネットワーク（例えば、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｃベースのネットワーク）
は、１つまたは複数の動作チャネルを用いてアクセスポイント（ＡＰ）を基本サービスセ
ット（ＢＳＳ）内の１つまたは複数の基地局（ＳＴＡ）に提供できる。ＡＰは、１つまた
は複数のチャネルが動作に使用されることを示すことができる。ＡＰによって選択される
チャネルは、ＳＡＴの少なくとも一部に使用されなければならないチャネルでない恐れが
ある（例えば、１つまたは複数のＳＴＡに最適なチャネルでない恐れがある）。例えば、
あるＳＴＡにとって最適であるチャネルは、同じＢＳＳ内の他のＳＴＡにとって最適でな
い場合もある。そして、例えば、ＳＴＡの異なるセットは、異なるチャネルをモニタリン
グしてアクセスを試行することもあり、同じＢＳＳ内の他のＳＴＡによるチャネルアクセ
スの試行または現行の送信を認識できない恐れがある。
【発明の概要】
【０００３】
　サブチャネル選択性送信を実装するシステム、方法、および手段が提供される。第１の
信号は、主チャネルが第１の時間帯と関連付けられた第１の周波数帯域と関連付けられる
ことを示しながら、アクセスポイント（ＡＰ）からＩＥＥＥ８０２．１１基地局（ＳＴＡ
）によって受信され得る。副チャネルと関連付けられたチャネル状態が主チャネルと関連
付けられたチャネル状態より良いということを判定することができる。第１の周波数と関
連付けられた主チャネルは、予約され得る。主チャネルの予約(reserving)は、第１の時
間帯中に主チャネルを占有するまたは予約することを含む。主チャネルが占有されている
または予約されている間に、データを、副チャネルを介して送ることができる。
【０００４】
　サブチャネル選択性送信（ＳＳＴ）能力は、ＡＰ、またはＳＴＡによって、またはその
両方によって示され得る。主チャネルおよび／またはアクセスチャネルは、暗黙的にまた
は明示的に表示され得る。ＳＴＡおよびＡＰは、１つのチャネル上で、または複数のチャ
ネル上でネットワークアロケーションベクトル（ＮＡＶ）を設定することによって媒体を
予約できる。ＡＰは、送信の間隔を指定できる。
【図面の簡単な説明】
【０００５】
【図１Ａ】例示的な通信システムを示す図である。
【図１Ｂ】例示的なワイヤレス送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）を示す図である。
【図１Ｃ】例示的なワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）デバイスを示す
図である。
【図２】例示的なＷＬＡＮシステムを示す図である。



(5) JP 2016-523477 A 2016.8.8

10

20

30

40

50

【図３】ＩＥＥＥ８０２．１１ａｃネットワークにおけるオーバーラッピングベースステ
ーションサブシステム（ＯＢＳＳ）のチャネル配列の例を示す図である。
【図４】サブチャネル選択性送信（ＳＳＴ）要素の（例えば、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｈ
で定義されるような）例示的なフォーマットを示す図である。
【図５】ＳＳＴ要素に含まれるチャネルアクティビティスケジュールサブフィールドの例
示的なフォーマットを示す図である。
【図６】主および／またはアクセスチャネル表示情報要素（ＩＥ）の例示的な設計を示す
図である。
【図７】チャネルアクティビティスケジュールサブフィールドの例示的な設計を示す図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【０００６】
　図示された実施形態の詳細な説明をさまざまな図を参照して説明する。この説明は、可
能な実装の詳細な例を提供するが、その詳細は、例示的なものであり、決して本出願の範
囲を限定することを目的としないことに留意されたい。さらに、図面は、例示的であるこ
とを意図する１つまたは複数のメッセージ図を図示してよい（メッセージは、変更、再順
序付け、または適切な場合に省略されてもよい）。
【０００７】
　図１Ａは、開示された１つまたは複数の特徴が実装され得る例示的な通信システム１０
０の図である。例えば、ワイヤレスネットワーク（例えば、通信システム１００の１つま
たは複数のコンポーネントを備えるワイヤレスネットワーク）は、ワイヤレスネットワー
クを超えて（例えば、ワイヤレスネットワークと関連しているウォールドガーデンを超え
て）拡張するベアラがＱｏＳ割り当て特性となるように構成され得る。
【０００８】
　通信システム１００は、音声、データ、ビデオ、メッセージング、ブロードキャストな
どといった、コンテンツを複数のワイヤレスユーザに提供する、多元接続システムであっ
てよい。通信システム１００は、複数のワイヤレスユーザが、ワイヤレス帯域幅を含むシ
ステムリソースの共有を通じてそのようなコンテンツにアクセスすることを可能にできる
。例えば、通信システム１００は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、時分割多元接続（Ｔ
ＤＭＡ）、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）、シングルキ
ャリアＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）などといった、１つまたは複数のチャネルアクセス方
法を用いることができる。
【０００９】
　図１Ａに示すように、通信システム１００は、複数のＷＴＲＵ、例えば、ＷＴＲＵ１０
２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、および１０２ｄなど、少なくとも１つのワイヤレス送信／受
信ユニット（ＷＴＲＵ）、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）１０４、コアネットワー
ク１０６、公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）１０８、インターネット１１０、および他のネッ
トワーク１１２を含むことができるが、開示された実施形態は、任意の数のＷＴＲＵ、基
地局、ネットワーク、および／またはネットワーク要素を企図することを認識されたい。
ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのそれぞれは、ワイヤレス環境で動作
および／または通信するように構成された任意のタイプのデバイスであってよい。一例と
して、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄは、ワイヤレス信号を送信およ
び／または受信するように構成されてもよく、ユーザ機器（ＵＥ）、移動局、固定式また
は移動式加入者ユニット、ページャ、セルラー電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、スマート
フォン、ラップトップ、ネットブック、パーソナルコンピュータ、ワイヤレスセンサ、家
電製品などを含むことができる。
【００１０】
　通信システム１００はまた、基地局１１４ａと基地局１１４ｂを含むこともできる。基
地局１１４ａ、１１４ｂのそれぞれは、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２
ｄの少なくとも１つとワイヤレスにインタフェースして、コアネットワーク１０６、イン
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ターネット１１０、および／またはネットワーク１１２など、１つまたは複数の通信ネッ
トワークへのアクセスを容易にするように構成された任意のタイプのデバイスであってよ
い。一例として、基地局１１４ａ、１１４ｂは、ベーストランシーバ基地局（ＢＴＳ）、
ノードＢ、ｅノードＢ、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ、サイトコントローラ、アク
セスポイント（ＡＰ）、ワイヤレスルータなどであってよい。基地局１１４ａ、１１４ｂ
はそれぞれ、単一要素として示されているが、基地局１１４ａ、１１４ｂは、相互接続さ
れた任意の数の基地局および／またはネットワーク要素を含むことができることを認識さ
れたい。
【００１１】
　基地局１１４ａは、基地局コントローラ（ＢＳＣ）、無線ネットワークコントローラ（
ＲＮＣ）、中継ノードなどといった、他の基地局および／またはネットワーク要素（図示
せず）を含むこともできる、ＲＡＮ１０４の一部であってよい。基地局１１４ａおよび／
または基地局１１４ｂは、セル（図示せず）と呼ばれてもよい、特定の地理的領域内でワ
イヤレス信号を送信および／または受信するように構成され得る。セルは、セルセクタに
さらに分割され得る。例えば、基地局１１４ａと関連しているセルを３つのセクタに分割
できる。従って、一実施形態において、基地局１１４ａは、３つのトランシーバ、即ち、
セルの各セクタに１トランシーバを含むことができる。別の実施形態において、基地局１
１４ａは、マルチ入力マルチ出力（ＭＩＭＯ）技術を用いることができ、従って、セルの
各セクタに複数のトランシーバを利用できる。
【００１２】
　基地局１１４ａ、１１４ｂは、適した任意のワイヤレス通信リンク（例えば、無線周波
数（ＲＦ）、マイクロ波、赤外線（ＩＲ）、紫外線（ＵＶ）、可視光線など）であってよ
い、エアインタフェース１１６を介してＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２
ｄの１つまたは複数と通信できる。エアインタフェース１１６は、適した任意の無線アク
セス技術（ＲＡＴ）を使用して確立され得る。
【００１３】
　より詳細には、上述のように、通信システム１００は、多元接続システムであってよく
、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－ＦＤＭＡなどといった、１つまた
は複数のチャネルアクセススキームを用いることができる。例えば、ＲＡＮ１０４内の基
地局１１４ａおよびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤ
Ｍ）を使用してエアインタフェース１１６を確立できる、ユニバーサルモバイル通信シス
テム（ＵＭＴＳ）地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ）など、無線技術を実装できる。ＷＣＤ
ＭＡ（登録商標）は、高速パケットアクセス（ＨＳＰＡ）および／または発展型ＨＳＰＡ
（ＨＳＰＡ＋）など、通信プロトコルを含むことができる。ＨＳＰＡは、高速ダウンリン
クパケットアクセス（ＨＳＤＰＡ）および／または高速アップリンクパケットアクセス（
ＨＳＵＰＡ）を含むことができる。
【００１４】
　別の実施形態において、基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ
は、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）および／またはＬＴＥアドバンスト（ＬＴ
Ｅ－Ａ）を使用してエアインタフェース１１６を確立できる、発展型ＵＭＴＳ地上波無線
アクセス（Ｅ－ＵＴＲＡ）など、無線技術を実装できる。
【００１５】
　他の実施形態において、基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ
は、ＩＥＥＥ８０２．１６（即ち、ＷｉＭＡＸ(Worldwide Interoperability for Microw
ave Access)、ＣＤＭＡ２０００、ＣＤＭＡ２０００１Ｘ、ＣＤＭＡ２０００ＥＶ－ＤＯ
、ＩＳ－２０００(Interim Standard 2000)、ＩＳ－９５(Interim Standard 95)、ＩＳ－
８５６(Interim Standard 856)、モバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標
））、ＧＳＭエボリューション用の拡張データレート（ＥＤＧＥ）、ＧＳＭ ＥＤＧＥ（
ＧＥＲＡＮ）などといった、無線技術を実装できる。
【００１６】
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　図１Ａの基地局１１４ｂは、例えば、ワイヤレスルータ、ホームノードＢ、ホームｅノ
ードＢ、またはアクセスポイントであってよく、職場、住宅、車、キャンパスなどといっ
た、局所的エリアで無線接続性を容易にするために適した任意のＲＡＴを利用できる。一
実施形態において、基地局１１４ｂおよびＷＴＲＵ１０２ｃ、１０２ｄは、ワイヤレスロ
ーカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）を確立するＩＥＥＥ８０２．１１など、無線技術
を実装できる。別の実施形態において、基地局１１４ｂおよびＷＴＲＵ１０２ｃ、１０２
ｄは、ワイヤレスパーソナルエリアネットワーク（ＷＰＡＮ）を確立するＩＥＥＥ８０２
．１５など、無線技術を実装できる。さらに別の実施形態において、基地局１１４ｂおよ
びＷＴＲＵ１０２ｃ、１０２ｄは、セルベースのＲＡＴ（例えば、ＷＣＤＭＡ、ＣＤＭＡ
２０００、ＧＳＭ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａなど）を利用して、ピコセルまたはフェムトセル
を確立できる。図１Ａに示すように、基地局１１４ｂは、インターネット１１０に直接接
続できる。従って、基地局１１４ｂは、コアネットワーク１０６経由でインターネット１
１０にアクセスする必要がない。
【００１７】
　ＲＡＮ１０４は、音声、データ、アプリケーション、および／またはＶｏＩＰ（ボイス
オーバーインターネットプロトコル）サービスをＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ
、１０２ｄの１つまたは複数に提供するように構成された任意のタイプのネットワークで
あってよい、コアネットワーク１０６と通信できる。例えば、コアネットワーク１０６は
、呼制御、課金サービス、モバイルロケーションベースのサービス、プリペイド電話、イ
ンターネット接続性、ビデオ分散などを提供でき、および／またはユーザ認証など、ハイ
レベルのセキュリティ機能を遂行できる。図１Ａに示していないが、ＲＡＮ１０４および
／またはコアネットワーク１０６は、ＲＡＮ１０４と同じＲＡＴまたは異なるＲＡＴを用
いる、他のＲＡＴとの直接または間接通信であってよいことを認識されたい。例えば、Ｅ
－ＵＴＲＡ無線技術を利用できるＲＡＮ１０４に接続されることに加えて、コアネットワ
ーク１０６はまた、ＧＳＭ無線技術を用いる別のＲＡＮ（図示せず）と通信することもで
きる。
【００１８】
　コアネットワーク１０６はまた、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄが
ＰＳＴＮ１０８、インターネット１１０、および／または他のネットワーク１１２にアク
セスするためのゲートウェイとして機能することもできる。ＰＳＴＮ１０８は、旧来の音
声電話サービス（ＰＯＳＴ）を提供する回線交換電話網を含むことができる。インターネ
ット１１０は、伝送制御プロトコル（ＴＣＰ）、ユーザデータグラムプロトコル（ＵＤＰ
）およびＴＣＰ／ＩＰインターネットプロトコルスイートにおけるインターネットプロト
コル（ＩＰ）など、共通の通信プロトコルを使用する相互接続されたコンピュータネット
ワークおよびデバイスのグローバルシステムを含むことができる。ネットワーク１１２は
、他のサービスプロバイダによって所有および／または運用されるワイヤードまたはワイ
ヤレス通信ネットワークを含むことができる。例えば、ネットワーク１１２は、ＲＡＮ１
０４と同じＲＡＴまたは異なるＲＡＴを用いることができる、１つまたは複数のＲＡＮに
接続された別のコアネットワークを含むことができる。
【００１９】
　通信システム１００内のＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄの一部また
はすべては、マルチモード能力を含むことができ、即ち、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、
１０２ｃ、１０２ｄは、異なるワイヤレスリンクを介して異なるワイヤレスネットワーク
と通信するための複数のトランシーバを含むことができる。例えば、図１Ａに示したＷＴ
ＲＵ１０２ｃは、セルベースの無線技術を用いることができる基地局１１４ａと、ＩＥＥ
Ｅ８０２無線技術を用いることができる基地局１１４ｂとの通信を行うように構成され得
る。
【００２０】
　図１Ｂは、例示的なワイヤレス送信／受信ユニット、ＷＴＲＵ１０２を示している。Ｗ
ＴＲＵ１０２は、本明細書で説明される通信システムの１つまたは複数において使用され
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得る。図１Ｂに示すように、ＷＴＲＵ１０２は、プロセッサ１１８、トランシーバ１２０
、送信／受信要素１２２、スピーカ／マイクロフォン１２４、キーパッド１２６、ディス
プレイ／タッチパッド１２８、ノンリムーバブルメモリ１３０、リムーバブルメモリ１３
２、電源１３４、全地球測位システム（ＧＰＳ）チップセット１３６、および他の周辺機
器１３８を含むことができる。ＷＴＲＵ１０２は、実施形態と整合性を保った上で、上述
の要素の任意のサブコンビネーションを含むことができることを認識されたい。
【００２１】
　プロセッサ１１８は、汎用プロセッサ、専用プロセッサ、従来型プロセッサ、デジタル
信号プロセッサ（ＤＳＰ）、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと関連する１つまた
は複数のマイクロプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、特定用途向け集積
回路（ＡＳＩＣ）、現場プログラム可能ゲートアレイ（ＦＰＧＡ）回路、その他のタイプ
の集積回路（ＩＣ）、ステートマシンなどであってよい。プロセッサ１１８は、信号コー
ディング、データ処理、電力制御、入力／出力処理、および／またはＷＴＲＵ１０２が無
線環境で動作できるようにするその他の機能性を遂行できる。プロセッサ１１８をトラン
シーバ１２０に連結でき、そのトランシーバを送信／受信要素１２２に連結できる。図１
Ｂは、プロセッサ１１８とトランシーバ１２０とを別個のコンポーネントとして示してい
るが、プロセッサ１１８とトランシーバ１２０とを電子パッケージまたはチップ内にまと
めてもよいことを認識されたい。
【００２２】
　送信／受信要素１２２は、エアインタフェース１１６を介して基地局（例えば、基地局
１１４ａ）に信号を送信する、または基地局から信号を受信するように構成され得る。例
えば、一実施形態において、送信／受信要素１２２は、ＲＦ信号を送信および／または受
信するように構成されたアンテナであってよい。別の実施形態において、送信／受信要素
１２２は、例えば、ＩＲ、ＵＶ、または可視光線信号を送信および／または受信するよう
に構成されたエミッタ／検出器であってよい。さらに別の実施形態において、送信／受信
要素１２２は、ＲＦ信号と光信号との両方を送受信するように構成され得る。送信／受信
要素１２２は、ワイヤレス信号の任意の組み合わせを送信および／または受信するように
構成され得ることを認識されたい。
【００２３】
　さらに、送信／受信要素１２２を単一要素として図１Ｂに示しているが、ＷＴＲＵ１０
２は、任意の数の送信／受信要素１２２を含むことができる。より詳細には、ＷＴＲＵ１
０２は、ＭＩＭＯ技術を用いることができる。従って、一実施形態において、ＷＴＲＵ１
０２は、エアインタフェース１１６を介してワイヤレス信号を送受信する２または３以上
の送信／受信要素１２２（例えば、複数のアンテナ）を含むことができる。
【００２４】
　トランシーバ１２０は、送信／受信要素１２２によって送信される信号を変調して、送
信／受信要素１２２によって受信される信号を復調するように構成され得る。上述のよう
に、ＷＴＲＵ１０２は、マルチモード能力を有することができる、従って、トランシーバ
１２０は、ＷＴＲＵ１０２が、例えば、ＵＴＲＡおよびＩＥＥＥ８０２．１１など、複数
のＲＡＴ経由で通信することを可能にするための複数のトランシーバを含むことができる
。
【００２５】
　ＷＴＲＵ１０２のプロセッサ１１８は、スピーカ／マイクロフォン１２４、キーバッド
１２６、および／またはディスプレイ／タッチパッド１２８（例えば、液晶ディスプレイ
（ＬＣＤ）表示ユニットまたは有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）表示ユニット）に連結さ
れて、それらからユーザ入力データを受信できる。プロセッサ１１８はまた、スピーカ／
マイクロフォン１２４、キーバッド１２６、および／またはディスプレイ／タッチパッド
１２８にユーザデータを出力することもできる。さらに、プロセッサ１１８は、ノンリム
ーバブルメモリ１３０および／またはリムーバブルメモリ１３２など、適した任意のタイ
プのメモリからの情報にアクセスして、それらのメモリにデータを格納できる。ノンリム
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ーバブルメモリ１３０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、リードオンリーメモリ（
ＲＯＭ）、ハードディスク、またはその他のタイプのメモリ記憶デバイスを含むことがで
きる。リムーバブルメモリ１３２は、契約者識別モジュール（ＳＩＭ）カード、メモリス
ティック、セキュアデジタル（ＳＤ）メモリカードなどを含むことができる。他の実施形
態において、プロセッサ１１８は、サーバまたはホームコンピュータ（図示せず）上など
、物理的にＷＴＲＵ１０２上に配置されないメモリからの情報にアクセスして、それらの
メモリにデータを格納できる。
【００２６】
　プロセッサ１１８は、電源１３４から電力を受け取ることができ、その電力をＷＴＲＵ
１０２内の他のコンポーネントに分散および／または制御するように構成され得る。電源
１３４は、ＷＴＲＵ１０２に電力供給するのに適した任意のデバイスであってよい。例え
ば、電源１３４は、１つまたは複数の乾電池（例えば、ニッケルカドミウム（ＮｉＣｄ）
、ニッケル亜鉛（ＮｉＺｎ）、ニッケル水素（ＮｉＭＨ）、リチウムイオン（Ｌｉ－ｉｏ
ｎ）など）、太陽電池、燃料電池などを含むことができる。
【００２７】
　プロセッサ１１８はまた、ＷＴＲＵ１０２の現在の位置に関する位置情報（例えば、経
緯度）を提供するように構成され得る、ＧＰＳチップセット１３６にも連結され得る。追
加または代替として、ＧＰＳチップセット１３６からの情報により、ＷＴＲＵ１０２は、
基地局（例えば、基地局１１４ａ、１１４ｂ）からエアインタフェース１１６を介して位
置情報を受信でき、および／または２または３以上の近くの基地局から受信される信号の
タイミングに基づいてＷＴＲＵの位置を判定できる。ＷＴＲＵ１０２は、実施形態と整合
性を保った上で、適した任意の位置判定方法によって位置情報を獲得できることを認識さ
れたい。
【００２８】
　プロセッサ１１８は、付加的な特徴、機能性および／またはワイヤードまたはワイヤレ
ス接続性を提供する、１つまたは複数のソフトウェアモジュールおよび／またはハードウ
ェアモジュールを含むことができる、他の周辺機器１３８にさらに連結され得る。例えば
、周辺機器１３８は、加速度計、電子コンパス、衛星トランシーバ、デジタルカメラ（写
真またはビデオ用）、ユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）ポート、振動デバイス、テレ
ビトランシーバ、ハンズフリーヘッドセット、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）モジュー
ル、周波数変調（ＦＭ）無線ユニット、デジタル音楽プレーヤ、メディアプレーヤ、ビデ
オゲームプレーヤモジュール、インターネットブラウザなどを含むことができる。
【００２９】
　図１Ｃは、例示的なＷＬＡＮデバイスを示しており、そのデバイスの１つまたは複数を
使用して本明細書で説明される特徴の１つまたは複数を実装し、ＷＬＡＮシステム２００
を動作することができる。ＷＬＡＮシステム２００は、ＤＳＳＳ、ＯＦＤＭ、ＯＦＤＭＡ
などといったチャネルアクセス方式を含み得る、ＩＥＥＥ８０２．１１通信規格の１つま
たは複数のプロトコルを実装するように構成され得る。ＷＬＡＮは、例えば、インフラス
トラクチャモード、アドホックモードなどといったモードで動作できる。
【００３０】
　ＷＬＡＮシステム２００は、限定されないが、アクセスポイント（ＡＰ）２０２、基地
局（ＳＴＡ）２０４、およびＳＴＡ２０６を含むことができる。ＳＴＡ２０４と２０６は
、ＡＰ２０２と関連付けられ得る。インフラストラクチャモードで動作するＷＬＡＮは、
関連する１つまたは複数のＳＴＡと通信する１つまたは複数のＡＰを備えることができる
。ＡＰおよびＡＰと関連するＳＴＡは、基本サービスセット（ＢＳＳ）を備えることがで
きる。例えば、ＡＰ２０２、ＳＴＡ２０４、およびＳＴＡ２０６は、ＢＳＳ２１０を備え
ることができる。拡張サービスセット（ＥＳＳ）は、（１つまたは複数のＢＳＳを有する
）１つまたは複数のＡＰ、およびＡＰと関連するＳＴＡを備えることができる。
【００３１】
　ＡＰは、ワイヤードおよび／またはワイヤレスであってよいおよびトラフィックをＡＰ
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に搬送するおよび／またはＡＰから搬送することができる、分散システム（ＤＳ）にアク
セスできるおよび／またはインタフェースできる。ＷＬＡＮの外部を起源とするＷＬＡＮ
のＳＴＡへのトラフィックは、トラフィックをＷＬＡＮのＳＴＡに送出できる、ＷＬＡＮ
のＡＰにおいて受信され得る。ＷＬＡＮのＳＴＡを起源としてＷＬＡＮの外部の宛先は、
トラフィックを宛先に送出できる、ＷＬＡＮのＡＰに送出され得る。
【００３２】
　図示されたように、ＡＰ２０２は、ネットワーク２２０との通信を行う。ネットワーク
２２０は、サーバ２３０との通信を行う。ＷＬＡＮ内のＳＴＡ間のトラフィックは、１つ
または複数のＡＰを介して送出され得る。例えば、ソースＳＴＡ（例えば、ＳＴＡ２０６
）は、宛先ＳＴＡ（例えば、ＳＴＡ２０４）に向けたトラフィックを有することができる
。ＳＴＡ２０６は、トラフィックをＡＰ２０２に送出でき、そしてＡＰ２０２は、そのト
ラフィックをＳＴＡ２０４に送出できる。
【００３３】
　ＷＬＡＮは、アドホックモードで動作できる。アドホックモードのＷＬＡＮは、独立Ｂ
ＳＳと呼ばれ得る。アドホックモードのＷＬＡＮにおいて、ＳＴＡは、互いに直接通信で
きる（例えば、ＳＴＡ２０４は、ＡＰを介してルートされるような通信を用いずにＳＴＡ
２０６と通信できる）。
【００３４】
　ＩＥＥＥ８０２．１１デバイス（例えば、ＢＳＳにおけるＩＥＥＥ８０２．１１ＡＰ）
は、ＷＬＡＮネットワークの存在を告知するビーコンフレームを使用できる。ＡＰ２０２
など、ＡＰは、ビーコンをチャネル、例えば、主チャネルなど、固定チャネルでビーコン
を送信できる。ＳＴＡは、主チャネルなど、チャネルを使用して、ＡＰとの接続を確立で
きる。
【００３５】
　ＳＴＡおよび／またはＡＰは、ＣＳＭＡ／ＣＡ(Carrier Sense Multiple Access with 
Collision Avoidance)チャネルアクセス機構を使用できる。ＣＳＭＡ／ＣＡにおいて、Ｓ
ＴＡおよび／またはＡＰは、主チャネルを感知できる。例えば、ＳＴＡが送出するデータ
を有していれば、そのＳＴＡは、主チャネルを感知できる。主チャネルがビジーであるこ
とが検出されると、ＳＴＡは、バックオフできる。例えば、ＷＬＡＮまたはその一部は、
１つのＳＴＡが、例えば、所与のＢＳＳの、所与の時間において送信できるように構成さ
れ得る。チャネルアクセスは、ＲＴＳおよび／またはＣＴＳシグナリングを含むことがで
きる。例えば、送出するデバイスによって送信され得るリクエストトゥセンド（ＲＴＳ）
フレームと、受信するデバイスによって送出され得るクリアトゥセンド（ＣＴＳ）フレー
ムとの交換である。例えば、ＡＰが、ＳＴＡに送出するデータを有していれば、そのＡＰ
は、ＲＴＳフレームをＳＴＡに送出できる。ＳＴＡがデータを受信する準備ができていれ
ば、そのＳＴＡは、ＣＴＳフレームで応答できる。ＲＴＳを開始するＡＰがそのデータを
送信できる間、ＣＴＳフレームは、他のＳＴＡにメディアにアクセスしないようにアラー
トできる時間値を含むことができる。ＳＴＡからＣＴＳフレームを受信すると、ＡＰは、
データをＳＴＡに送出できる。
【００３６】
　デバイスは、ネットワークアロケーションベクトル（ＮＡＶ）フィールドを通じてスペ
クトルを予約できる。例えば、ＩＥＥＥ８０２．１１フレームにおいて、ＮＡＶフィール
ドを使用して、ある時間帯のチャネルを予約できる。データを送信したいＳＴＡは、チャ
ネルを使用することが予期できる時間にＮＡＶを設定できる。ＳＴＡがＮＡＶを設定する
時、ＮＡＶは、関連するＷＬＡＮまたはそのサブセット（例えば、ＢＳＳ）に設定され得
る。他のＳＴＡは、ＮＡＶをゼロにまでカウントダウンできる。カウンタがゼロの値に達
すると、ＮＡＶの機能性は、他のＳＴＡにそのチャネルが現在使用可能であることを示す
ことができる。
【００３７】
　ＡＰまたはＳＴＡなど、ＷＬＡＮのデバイスは、以下のうち１つまたは複数を含むこと
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ができる：プロセッサ、メモリ、無線レシーバおよび／またはトランスミッタ（例えば、
これらをトランシーバに一体化してよい）、１つまたは複数のアンテナ（例えば、図１の
アンテナ１０６）など。プロセッサの機能は、１つまたは複数のプロセッサを備えること
ができる。例えば、プロセッサは、以下のうち１つまたは複数を含むことができる：汎用
プロセッサ、専用プロセッサ（例えば、ベースバンドプロセッサ、ＭＡＣプロセッサなど
）、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、現場プロ
グラム可能ゲートアレイ（ＦＰＧＡ）回路、その他のタイプの集積回路（ＩＣ）、ステー
トマシンなど。１つまたは複数のプロセッサは、互いに統合されても統合されなくてもよ
い。プロセッサ（例えば、１つまたは複数のプロセッサまたはそのサブセット）は、１つ
または複数の他の機能（例えば、メモリなど他の機能）と統合され得る。プロセッサは、
信号コーディング、データ処理、電力制御、入力／出力処理、変調、復調、および／また
はデバイスが図２のＷＬＡＮなど、ワイヤレス環境で動作することを可能にできるその他
の機能性を遂行できる。プロセッサは、例えば、ソフトウェアおよび／またはファームウ
ェア命令を含む、プロセッサが実行可能なコード（例えば、命令）を実行するように構成
され得る。例えば、プロセッサは、プロセッサ（例えば、メモリおよびプロセッサを含む
チップセット）またはメモリの１つまたは複数に含まれるコンピュータ可読命令を実行す
るように構成され得る。命令の実行によって、デバイスが本明細書で説明される機能の１
つまたは複数を遂行できるようにさせる。
【００３８】
　デバイスは、１つまたは複数のアンテナを含むことができる。デバイスは、マルチ入力
マルチ出力（ＭＩＭＯ）技術を用いることができる。１つまたは複数のアンテナは、無線
信号を受信できる。プロセッサは、例えば、１つまたは複数のアンテナ経由で無線信号を
受信できる。１つまたは複数のアンテナは、（例えば、プロセッサから送出された信号に
基づいて）無線信号を送信できる。
【００３９】
　デバイスは、プロセッサが実行可能なコードまたは命令（例えば、ソフトウェア、ファ
ームウェアなど）、電子データ、データベース、または他のデジタル情報など、プログラ
ミングおよび／またはデータを格納するための１つまたは複数のデバイスを含むことがで
きるメモリを有することができる。メモリは、１つまたは複数のメモリユニットを含むこ
とができる。１つまたは複数のメモリユニットは、１つまたは複数の他の機能（例えば、
プロセッサなど、デバイスに含まれる他の機能）と統合され得る。メモリは、リードオン
リーメモリ（ＲＯＭ）（例えば、ＥＰＲＯＭ(erasable programmable read only memory)
、ＥＥＰＲＯＭ(electrically erasable programmable read only memory)など）、ラン
ダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、磁気ディスク記憶媒体、光記憶媒体、フラッシュメモリ
デバイス、および／または情報を格納するための他の非一時的コンピュータ可読媒体を含
むことができる。メモリは、プロセッサに連結され得る。プロセッサは、メモリの１つま
たは複数のエンティティとの通信を、例えば、システムバス経由、直接などで行うことが
できる。
【００４０】
　図２について、インフラストラクチャ基本サービスセット（ＢＳＳ）モードのＷＬＡＮ
は、基本サービスセットのアクセスポイント（ＡＰ）およびＡＰと関連する１つまたは複
数の基地局（ＳＴＡ）を有することができる。ＡＰは、分散システム（ＤＳ）またはトラ
フィックをＢＳＳの内外に搬送できる別のタイプのワイヤード／ワイヤレスネットワーク
にアクセスまたはインタフェースできる。ＳＴＡへのトラフィックは、ＢＳＳの外部を起
源とすることができ、ＡＰまで到達でき、そしてＳＴＡに配信されることができる。ＳＴ
Ａを起源としてＢＳＳの外部を宛先とするトラフィックは、それぞれの宛先に配信される
ＡＰに送出され得る。ＢＳＳ内のＳＴＡ間のトラフィックは、ソースＳＴＡがトラフィッ
クをＡＰに送出できるＡＰまで送出され、そしてそのＡＰは、トラフィックを宛先ＳＴＡ
に配信できる。ＢＳＳ内のＳＴＡ間のトラフィックは、ピアツーピアトラフィックであっ
てよい。このようなピアツーピアトラフィックは、ソースＳＴＡと宛先ＳＴＡとの間で、
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例えば、ＩＥＥＥ８０２．１１ｅＤＬＳまたはＩＥＥＥ８０２．１１ｚトンネルＤＬＳ（
ＴＤＬＳ）を使用するダイレクトリンクセットアップ（ＤＬＳ）を用いて、直接送出され
得る。独立ＢＳＳ（ＩＢＳＳ）モードを使用するＷＬＡＮは、ＡＰを持たなくてもよく、
そしてＳＴＡは、互いに直接通信できる。この通信モードは、アドホックモードであって
よい。
【００４１】
　ＩＥＥＥ８０２．１１インフラストラクチャモードの動作を使用することにより、ＡＰ
は、固定チャネル、通常は主チャネルでビーコンを送信できる。このチャネルは、２０Ｍ
Ｈｚ帯域幅であってよく、ＢＳＳの動作チャネルになり得る。このチャネルはまた、ＡＰ
との接続を確立するＳＴＡによっても使用され得る。ＩＥＥＥ８０２．１１システムにお
けるチャネルアクセスは、ＣＳＭＡ／ＣＡ(Carrier Sense Multiple Access with Collis
ion Avoidance)であってよい。この動作モードにおいて、ＡＰを含む、ＳＴＡは、主チャ
ネルを感知できる。チャネルがビジーであることが検出されると、ＳＴＡは、バックオフ
できる。１つのＳＴＡは、所与のＢＳＳの所与の時間において送信できる。
【００４２】
　ＩＥＥＥ８０２．１１ａｃにおいて、超高速スループット（ＶＨＴ）ＳＴＡは、例えば
、２０ＭＨｚ、４０ＭＨｚ、８０ＭＨｚ、および／または１６０ＭＨｚ帯域幅のチャネル
をサポートできる。４０ＭＨｚ、および８０ＭＨｚチャネルは、例えば、隣接２０ＭＨｚ
チャネルを結合することによって形成され得る。１６０ＭＨｚチャネルは、例えば、８つ
の隣接２０ＭＨｚチャネルを結合することによって、または２つの非隣接８０ＭＨｚチャ
ネルを結合する（例えば、８０＋８０構成（configuration）と呼ばれる）ことによって
形成され得る。８０＋８０構成の場合、データは、チャネルエンコーディングの後、デー
タを２つのストリームに分割できるセグメントパーサを通じて渡され得る。逆高速フーリ
エ変換（ＩＦＦＴ）、および時間領域、処理は、各ストリームで別個に行われ得る。スト
リームは、２つのチャネルにマップされ、そしてそのデータが送信され得る。レシーバに
おいて、この機構が逆にされ、そして結合されたデータがＭＡＣに送出され得る。
【００４３】
　図３は、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｃネットワークにおけるオーバーラッピングベースス
テーションサブシステム（ＯＢＳＳ）のチャネル割り当ての例を示している。ＩＥＥＥ８
０２．１１ａｃは、ＯＢＳＳのチャネル選択に対する規則を提供できる。例えば、ＡＰま
たはメッシュＳＴＡが既存のＢＳＳの１つまたは複数のチャネルを占有するＶＨＴ ＢＳ
Ｓを開始すると、そのＡＰは、既存のＢＳＳのうち１つの主チャネルと同一であるＶＨＴ
 ＢＳＳの主チャネルを選択できる。ＡＰまたはメッシュＳＴＡが、ＯＢＳＳが走査する
間ビーコンが全く検出されないチャネルの中から４０ＭＨｚ、８０ＭＨｚ、１６０ＭＨｚ
、または８０＋８０ＭＨｚの動作チャネル帯域幅を用いるＶＨＴ ＢＳＳの主チャネルを
選択することを決める場合、選択された主チャネルは、４０ＭＨｚ、８０ＭＨｚ、１６０
ＭＨｚ、または８０＋８０ＭＨｚの動作チャネル帯域幅を用いる既存のＢＳＳの副次的な
２０ＭＨｚチャネルと同一にならなくてもよい。主チャネルは、１６０ＭＨｚまたは８０
＋８０ＭＨｚの動作チャネル帯域幅を用いる既存のＢＳＳの副次的な４０ＭＨｚチャネル
にオーバーラップされなくてもよい。
【００４４】
　ＡＰまたはメッシュＳＴＡは、４０ＭＨｚ、８０ＭＨｚ、１６０ＭＨｚまたは８０＋８
０ＭＨｚの動作チャネル帯域幅を用いる既存のＢＳＳの副次的な２０ＭＨｚチャネルとな
り得るチャネル上で２０ＭＨｚの動作チャネル帯域幅を用いるＶＨＴ ＢＳＳを開始でき
ないか、または１６０ＭＨｚまたは８０＋８０ＭＨｚの動作チャネル帯域幅を用いる任意
の既存のＢＳＳの副次的な４０ＭＨｚチャネルにオーバーラップされ得る。４０ＭＨｚ、
８０ＭＨｚ、１６０ＭＨｚまたは８０＋８０ＭＨｚの動作チャネル帯域幅を用いるＶＨＴ
 ＢＳＳを動作させるＡＰまたはメッシュＳＴＡは、主チャネルがそのＡＰのまたはメッ
シュＳＴＡの副次的な２０ＭＨｚチャネルである、ＯＢＳＳを検出すると、２０ＭＨｚ 
ＢＳＳ動作に切り替えることができるおよび／または異なるチャネルに移動できる。主、
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および／または副チャネルは、上記に指定された以外の帯域幅を占有できる。例えば、主
および副チャネルは、２０ＭＨｚの代わりに、５ＭＨｚを占有できる。
【００４５】
　世界中のさまざまな国において、１つまたは複数のスペクトルは、ＷＬＡＮなど、ワイ
ヤレス通信システムに割り振られ得る。そのようなスペクトルは、構成するサイズおよび
チャネル帯域幅に制限され得る。スペクトルは、断片化され得る。使用可能なチャネルは
、隣り合わず、そしてより広い帯域幅で送信するために、例えば、さまざまな国において
１ＧＨｚ未満で割り振られるスペクトルで結合されない。例えば、ＩＥＥＥ８０２．１１
規格で構築されるＷＬＡＮシステムは、このようなスペクトルで動作するように設計され
る。そのＷＬＡＮシステムは、例えば、ＩＥＥＥ８０２．１１ｎ／８０２．１１ａｃ規格
に基づくＨＴ／ＶＨＴ ＷＬＡＮシステムに比べて小さい帯域幅および／または低いデー
タレートに制限される。
【００４６】
　ＩＥＥＥ８０２．１１ａｈは、サブ１ＧＨｚモードの動作をサポートできる。ＩＥＥＥ
８０２．１１ａｈは、１ＧＨｚ未満で動作し得るＯＦＤＭ物理層（ＰＨＹ）をサポートで
きる。このような８０２．１１ａｈシステムは、ＴＶホワイトスペース（ＴＶＷＳ）を除
いた無認可帯域で動作できる。ＩＥＥＥ８０２．１１は、他のシステム（例えば、８０２
．１５．４、８０２．１５．４ｇなど）と共存する間、強化ＰＨＹ層をサポートするＭＡ
Ｃ層の強化をサポートできる。ＩＥＥＥ８０２．１１ａｈは、マクロカバレッジエリア内
のメータタイプ制御（ＭＴＣ）デバイスをサポートできる。ＭＴＣデバイス（例えば、セ
ンサ、メータなど）は、例えば、セルラーオフロードのために範囲が拡張されたＷｉ－Ｆ
ｉのサポートを含む、能力を有することができる。
【００４７】
　１つまたは複数の国におけるスペクトルの割り振りは、制限され得る。例えば、中国に
おいて、４７０－５６６および６１４－７８７ＭＨｚ帯域が１ＭＨｚ帯域幅を許可できる
。１ＭＨｚモードによる２ＭＨｚのサポートに加え、１ＭＨｚのみのオプションをサポー
トする必要がある。８０２．１１ａｈＰＨＹは、１、２、４、８および１６ＭＨｚ帯域幅
の１つまたは複数をサポートできる。
【００４８】
　８０２．１１ａｈＰＨＹは、１ＧＨｚ未満で動作でき、そして８０２．１１ａｃＰＨＹ
に基づくことができる。必要に応じて８０２．１１ａｈによって狭い帯域幅を収容するた
めに、８０２．１１ａｃＰＨＹは、１０の係数でダウンクロックされ得る。２、４、８お
よび１６ＭＨｚのサポートは、本明細書で説明される１／１０ダウンクロッキングで実現
され得る。１ＭＨｚ帯域幅のサポートは、例えば、３２サイズの高速フーリエ変換（ＦＦ
Ｔ）を有する、ＰＨＹ定義を必要とし得る。
【００４９】
　本明細書で説明されるように、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｈは、メータおよびセンサのサ
ポートを提供できる。例えば、１から６０００までのＳＴＡは、ＢＳＳ内でサポートされ
得る。スマートメータおよびセンサといったデバイスは、サポートされるアップリンクお
よびダウンリンクトラフィックに関する異なる要件を有し得る。例えば、センサおよびメ
ータは、データを例えば、アップリンクトラフィック経由でサーバに定期的にアップロー
ドするように構成され得る。センサおよびメータは、サーバによってクエリされるまたは
構成されてもよい。サーバがセンサおよび／またはメータをクエリするまたは構成する場
合、サーバは、クエリされるデータが設定間隔内に到達することを予期できる。サーバお
よび／またはアプリケーションは、ある間隔内で遂行される構成の確認を予期できる。セ
ンサおよび／またはメータを有するネットワークのトラフィックパターンのタイプは、通
常のＷＬＡＮシステムに想定されるトラフィックパターンとは異なる。
【００５０】
　８０２．１１ａｈにおいて、パケットのＰＬＣＰプリアンブルのＳＩＧフィールド、例
えば、１つまたは複数の（例えば、２）ビットを使用して、応答として予期される肯定応
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答のタイプ（例えば、Ｅａｒｌｙ ＡＣＫ Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）をパケットに表示でき
る：ＡＣＫ（例えば、００値）、ＢＡ（例えば、０１値）およびＮｏ ＡＣＫ（例えば、
１０値）。値（例えば、１１値）は、今後の使用のために予約され得る。
【００５１】
　ＩＥＥＥ８０２．１１ａｈは、Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｓｅｌｅｃｔｉｖｅ　Ｔｒａｎｓ
ｍｉｓｓｉｏｎ（周波数選択性送信)のサポートを提供できる。周波数選択性送信によっ
て、より良いチャネル品質およびより高い送信データレートを可能にする、周波数の広帯
域における狭帯域送信が可能となる。ＩＥＥＥ８０２．１１ａｈは、ＡＰがＢＳＳの１つ
または複数のサブチャネル上で１ターゲットビーコン送信時間（ＴＢＴＴ）当たり１つま
たは複数のビーコンを送信できるようにさせる。ＩＥＥＥ８０２．１１ａｈは、関連する
ＳＴＡが送信するために使用できる、サブチャネルを特定できる、ビーコンのサブミッシ
ョン許可ビットマップを含むことができる。
【００５２】
　ＩＥＥＥ８０２．１１ａｈは、制限アクセスウィンドウ（ＲＡＷ）および／またはＴＷ
Ｔフィールドのチャネル表示のサポートを提供できる。ＡＰは、ＡＰがそのビーコンに表
示できるチャネルのうちの１つで１つまたは複数のパケットを検出するおよび／または受
信することができる。ＡＰは、ＢＳＳ ＢＷ内の１つのチャネル（例えば、主チャネル）
または複数のチャネルをサポートできるであろう。ＡＰは、異なるチャネル上での並列送
信を検出するおよび／またはデコードすることができないであろう。
【００５３】
　ＩＥＥＥ８０２．１１ａｈは、サブチャネル選択性送信要素のサポートを提供できる。
図４は、サブチャネル選択性送信要素の例示的なフォーマットを示している。図５は、Ｓ
ＳＴ要素に含まれ得るチャネルアクティビティスケジュールサブフィールドの例を示して
いる。図４に示すように、チャネルアクティビティスケジュールは、以下のフィールド：
チャネルアクティビティビットマップ、アップリンクアクティビティビット、ダウンリン
クアクティビティビット、最大送信帯域幅、アクティビティ開始時間などを含むことがで
きる。
【００５４】
　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ａｃｔｉｖｉｔｙ　Ｂｉｔｍａｐサブフィールドは、送信アクティビ
ティが予期されるまたは許可されるチャネルを表示するビットマップを含むことができる
。ビットマップ内の各ビットは、動作帯域の１つの最小帯域幅チャネルに対応する。最下
位（ＬＳ）ビットは、ＢＳＳの最小数字の動作チャネルに対応する。ビットマップ内のビ
ット位置の値（例えば、１の値）は、ＡＰがアクティビティを予期するまたはＭａｘｉｍ
ｕｍ　Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｗｉｄｔｈ（最大送信帯域幅）よりも狭いまたは等し
い帯域幅を用いた送信を許可するという意味である。ビット位置の値１はさらに、Ａｃｔ
ｉｖｉｔｙ　Ｓｔａｒｔ　Ｔｉｍｅサブフィールドに表示される時間の後の、チャネルを
含むという意味である。ビットマップ内の１つまたは複数のビットは、値１に設定できる
。
【００５５】
　ＵＬアクティビティビットは、サブフィールドを送信するＡＰと関連するＳＴＡが、Ａ
ｃｔｉｖｉｔｙ　Ｓｔａｒｔ　Ｔｉｍｅサブフィールドに表示される時間にＣｈａｎｎｅ
ｌ　Ａｃｔｉｖｉｔｙ　ＢｉｔｍａｐおよびＭａｘｉｍｕｍ　Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ
　Ｗｉｄｔｈによって特定されるチャネル上での送信を許可されるかどうかを表示できる
。ＤＬ Ａｃｔｉｖｉｔｙビットは、サブフィールドを送信するＡＰが、Ａｃｔｉｖｉｔ
ｙ　Ｓｔａｒｔ　Ｔｉｍｅサブフィールドに表示される時間にＣｈａｎｎｅｌ　Ａｃｔｉ
ｖｉｔｙ　ＢｉｔｍａｐおよびＭａｘｉｍｕｍ　Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｗｉｄｔｈ
によって特定されるチャネル上での送信を行うつもりであるかどうかを表示できる。Ｍａ
ｘｉｍｕｍ　Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｗｉｄｔｈフィールドは、表示されたチャネル
上での送信に許可される最大ＰＰＤＵ帯域幅を表示できる。
【００５６】
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　Ａｃｔｉｖｉｔｙ　Ｓｔａｒｔ　Ｔｉｍｅサブフィールドは、ＡＰが対応するＣｈａｎ
ｎｅｌ　Ａｃｔｉｖｉｔｙ　Ｂｉｔｍａｐに表示されるチャネルのアクティビティを予期
する時の開始時間を提供できる値を含むことができる。開始時間は、ＢＳＳのＴＳＦの２
０最下位ビットがＡｃｔｉｖｉｔｙ　Ｓｔａｒｔ　Ｔｉｍｅサブフィールドの値とマッチ
すると、そのサブフィールドを包含するフレームの送信から開始する、次の時間に等しい
。
【００５７】
　ＩＥＥＥ８０２．１１（例えば、８０２．１１ａｈ）に基づくワイヤレスネットワーク
において、ＳＴＡは、異なるチャネル動作モードを有することができる。ＡＰは、１つま
たは複数のチャネルが一定の時間帯そのＡＰのＢＳＳにおける動作に使用されることを示
すことができる。狭帯域幅および周波数選択性により、ＢＳＳの主チャネルは、一部のＳ
ＴＡが送信するまたは受信する最適な（または最も好適な）チャネルとはならない。一部
のＳＴＡにとって最良のチャネルは、他のＳＴＡにとって最良のチャネルとはならない。
ＳＴＡの１つまたは複数の設定は、モニタリングおよび異なるチャネルへのアクセス試行
である。ＳＴＡおよびＡＰが正しく効率的な周波数選択性送信を行うための方法が必要と
される。
【００５８】
　周波数選択性送信を提供できる。ＡＰが、１つまたは複数のチャネルが一定の時間帯そ
のＡＰのＢＳＳの動作に使用されることを示すと、ＳＴＡは、ＵＬトラフィックをＡＰに
送出するなど、そのＳＴＡの動作を行うための最良のチャネルを選択する。ＳＴＡおよび
ＡＰのそれぞれに正しく効率的な周波数選択性送信を行わせるために、さまざまな実装を
提供できる。
【００５９】
　サブチャネル選択性送信能力表示を提供できる。ＳＴＡおよび／またはＡＰは、それら
がサブチャネル選択性送信（ＳＳＴ）能力をサポートすることを示すことができる。例え
ば、ＳＴＡまたはＡＰは、プローブ要求および／またはプローブ応答、ビーコン、短ビー
コン、アソシエーション要求および／またはアソシエーション応答、再アソシエーション
要求および／または再アソシエーション応答といったフレーム、あるいは他の制御、管理
、および／または拡張フレームの１つまたは複数のビットによるＳＳＴ表示を含むことが
できる。このようなＳＳＴ表示は、フィールドの一部、またはフィールドのサブフィール
ド、またはＩＥであってよい。例えば、以下の要素のうち１つまたは複数を使用できる：
ＳＩＧ Ｃａｐａｂｉｌｉｔｉｅｓ Ｅｌｅｍｅｎｔ、ＳＩＧ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ Ｅｌｅ
ｍｅｎｔ、Ｖｅｒｙ Ｈｉｇｈ Ｔｈｒｏｕｇｈｐｕｔ（ＶＨＴ）Ｃａｐａｂｉｌｉｔｉｅ
ｓ Ｅｌｅｍｅｎｔ、ＨＥＷ（Ｈｉｇｈ Ｅｆｆｉｃｉｅｎｃｙ Ｗｉ－Ｆｉ）Ｃａｐａｂ
ｉｌｉｔｉｅｓ Ｅｌｅｍｅｎｔ、または制御、管理、および／または拡張フレームに含
まれ得るＶＨＳＥ（Ｖｅｒｙ Ｈｉｇｈ Ｓｐｅｃｔｒａｌ Ｅｆｆｉｃｉｅｎｃｙ）Ｃａ
ｐａｂｉｌｉｔｉｅｓ Ｅｌｅｍｅｎｔ。ＳＴＡおよび／またはＡＰは、アソシエーショ
ン中および／または他の時間においてそれらのＳＳＴのサポートを示す情報を交換できる
。
【００６０】
　ＡＰは、そのＡＰのＢＳＳがＳＳＴを使用して、例えば、プローブ要求および／または
プローブ応答、ビーコン、短ビーコン、アソシエーション要求および／またはアソシエー
ション応答、再アソシエーション要求および／または再アソシエーション応答といったフ
レーム、あるいは他の制御、管理、および／または拡張フレームの１つまたは複数のビッ
トによるＳＳＴ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎを含むことによって動作でき
ることを示すことができる。このようなＳＳＴ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ Ｉｎｄｉｃａｔｉｏ
ｎは、フィールドの一部、フィールドのサブフィールド、またはＩＥであってよい。例え
ば、以下の要素のうち１つまたは複数を使用できる：ＳＩＧ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ Ｅｌｅ
ｍｅｎｔ、ＶＨＴ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ Ｅｌｅｍｅｎｔ、ＨＥＷ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ Ｅ
ｌｅｍｅｎｔ、または制御、管理、および／または拡張フレームに含まれ得るＶＨＳＥ 
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Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ Ｅｌｅｍｅｎｔ。ＡＰは、ＳＴＡがＳＳＴ動作をサポートするかど
うかに基づいてＳＴＡからの（再）アソシエーション要求を許可または拒否できる。例え
ば、ＡＰは、ＭＬＭＥ－ＲｅＡｓｓｏｃｉａｔｅ．ＲｅｓｐｏｎｓｅプリミティブのＲｅ
ｆｕｓｅｄ＿ＳＳＴ＿Ｎｏｔ＿ＳｕｐｐｏｒｔｅｄのＲｅｓｕｌｔＣｏｄｅを使用できる
。同じＲｅｓｕｌｔＣｏｄｅは、ＭＥＭＥ－（Ｒｅ）Ａｓｓｏｃｉａｔｅ．Ｃｏｎｆｉｒ
ｍプリミティブに使用され得る。これら２つの以前のプリミティブをサポートするために
、ＳＳＴＣａｐａｂｉｌｉｔｙは、ＭＬＭＥ－（Ｒｅ）Ａｓｓｏｃｉａｔｅ．Ｒｅｑｕｅ
ｓｔおよびＭＬＭＥ－（Ｒｅ）Ａｓｓｏｃｉａｔｅ．Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎプリミティブ
に含まれ得る（例えば、ＳＩＧＣａｐａｂｉｌｉｔｉｅｓなど、異なるパラメータの一部
として含まれ得る）。
【００６１】
　Ｐｒｉｍａｒｙおよび／またはＡｃｃｅｓｓ Ｃｈａｎｎｅｌ Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎを
明示的に提供できる。アクセスおよび／または主チャネルは、ＳＴＡが、ＳＳＴ期間とい
った期間中に使用可能な同じまたは異なるチャネルへのアクセスをモニタして競合できる
、（例えば、任意の帯域幅の）チャネルであってよい。ＡＰは、例えば、図６の例で示す
ように、Ｐｒｉｍａｒｙ／Ａｃｃｅｓｓ Ｃｈａｎｎｅｌ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ Ｅｌ
ｅｍｅｎｔを使用して１つまたは複数の動的な主および／またはアクセスチャネルを示す
ことができる。
【００６２】
　図６に示すように、Ｐｒｉｍａｒｙ／Ａｃｃｅｓｓ ＣｈａｎｎｅｌＩｎｄｉｃａｔｉ
ｏｎ ＩＥは、以下のフィールドを含むことができる：Ｅｌｅｍｅｎｔ ＩＤ、Ｌｅｎｇｔ
ｈ、Ｎｕｍｂｅｒ ｏｆ Ｆｉｅｌｄｓなど。Ｅｌｅｍｅｎｔ ＩＤは、現在のＩＥがＰｒ
ｉｍａｒｙ／Ａｃｃｅｓｓ Ｃｈａｎｎｅｌ Ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ ＩＥであることを示
すことができる。Ｌｅｎｇｔｈフィールドは、Ｐｒｉｍａｒｙ／Ａｃｃｅｓｓ Ｃｈａｎ
ｎｅｌ Ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ ＩＥの長さを示すことができる。Ｎｕｍｂｅｒ ｏｆ Ｆｉ
ｅｌｄｓは、現在のＩＥ内にあるＰｒｉｍａｒｙおよび／またはＡｃｃｅｓｓ Ｃｈａｎ
ｎｅｌ Ｒｅｐｏｒｔｉｎｇフィールドの数を示すことができる。１つのＰｒｉｍａｒｙ
および／またはＡｃｃｅｓｓ Ｃｈａｎｎｅｌ Ｒｅｐｏｒｔｉｎｇフィールドがデフォル
トで含まれると、Ｎｕｍｂｅｒ ｏｆ Ｆｉｅｌｄｓは不在となる。
【００６３】
　各Ｐｒｉｍａｒｙおよび／またはＡｃｃｅｓｓ Ｃｈａｎｎｅｌ Ｒｅｐｏｒｔｉｎｇフ
ィールドは、以下のサブフィールドを含むことができる：Ｐｒｉｍａｒｙ Ｃｈａｎｎｅ
ｌ、Ａｃｃｅｓｓ Ｃｈａｎｎｅｌ、Ｃｈａｎｎｅｌ Ｏｐｅｒａｔｉｎｇ Ｍｏｄｅ、Ｓ
ｃｈｅｄｕｌｅ、Ｇｒｏｕｐ ＩＤ、ＳｕｂＧｒｏｕｐ ＩＤ、Ｃｈａｎｎｅｌ Ａｓｓｉ
ｇｎｍｅｎｔ、Ｐａｒａｍｅｔｅｒｓなど。
【００６４】
　Ｐｒｉｍａｒｙ Ｃｈａｎｎｅｌサブフィールドは、ＢＳＳの主チャネルを示すことが
できる。主チャネルのスケジュールが含まれると、主チャネルは、含まれたスケジュール
に対して動的で有効になる。主チャネルサブフィールドは、ビットマップを使用して表示
され得る。例えば、１の値は、主チャネルの一部であるチャネルを示すことができる。別
の例において、主チャネルサブフィールドは、サブフィールド（例えば、チャネル数、チ
ャネル帯域幅）のペアを使用して実装され得る。別の例において、Ｐｒｉｍａｒｙおよび
／またはＡｃｃｅｓｓ Ｃｈａｎｎｅｌ Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ ＩＥがＳＳＴ要素と共に
使用されると、Ｐｒｉｍａｒｙ Ｃｈａｎｎｅｌサブフィールドは、ＳＳＴ Ｃｈａｎｎｅ
ｌ Ａｃｔｉｖｉｔｙビットマップの主チャネルの正位置を示すことができる整数として
実装される。例えば、ＳＳＴ ＥｌｅｍｅｎｔのＣｈａｎｎｅｌ Ａｃｔｉｖｉｔｙビット
マップが０１１１１０００であれば、Ｐｒｉｍａｒｙ Ｃｈａｎｎｅｌサブフィールドの
整数値３は、有効である主チャネルがチャネル４に対応し得る、第３の正表示であること
を示す。別の実装において、Ｐｒｉｍａｒｙ Ｃｈａｎｎｅｌサブフィールドの整数値（
例えば、値３）は、有効である主チャネルが、表示される第３のチャネル（例えば、チャ
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ネル３に対応する）であることを示すことができる。
【００６５】
　Ａｃｃｅｓｓ Ｃｈａｎｎｅｌサブフィールドは、ＢＳＳのアクセスチャネルを示すこ
とができる。アクセスチャネルのスケジュールが含まれると、アクセスチャネルは、含ま
れたスケジュールに対して有効になる。アクセスチャネルサブフィールドは、ビットマッ
プを使用して表示され得る。例えば、値１は、アクセスチャネルの一部であるチャネルを
示すことができる。別の例において、アクセスチャネルサブフィールドは、サブフィール
ド（例えば、チャネル数、チャネル帯域幅）のペアを使用して実装され得る。別の例にお
いて、Ｐｒｉｍａｒｙ／Ａｃｃｅｓｓ Ｃｈａｎｎｅｌ Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ ＩＥがＳ
ＳＴ要素と共に使用されると、Ａｃｃｅｓｓ Ｃｈａｎｎｅｌサブフィールドは、ＳＳＴ
使用可能チャネルビットマップ（SST available channel(s) bitmaps）のアクセスチャネ
ルの正位置を示すことができる整数として実装される。例えば、ＳＳＴ Ｅｌｅｍｅｎｔ
の使用可能チャネルビットマップが０１１１１０００であれば、Ａｃｃｅｓｓ Ｃｈａｎ
ｎｅｌサブフィールドの整数値３は、有効であるアクセスチャネルがチャネル４に対応し
得る、第３の正表示であることを示す。別の実装において、Ａｃｃｅｓｓ Ｃｈａｎｎｅ
ｌサブフィールドの整数値３は、有効であるアクセスチャネルがチャネル３に対応し得る
、表示される第３のチャネルであることを示すことができる。
【００６６】
　Ｃｈａｎｎｅｌ Ｏｐｅｒａｔｉｎｇ Ｍｏｄｅサブフィールドは、本明細書で説明され
るように、例えば、動作帯域幅、帯域幅隣接性（bandwidth contiguity）、指向送信など
を使用して指定され得る。Ｃｈａｎｎｅｌ Ｏｐｅｒａｔｉｎｇ Ｍｏｄｅは、１つまたは
複数の特定のＣｈａｎｎｅｌ Ｏｐｅｒａｔｉｎｇ Ｍｏｄｅを参照する番号でエンコード
され得る。Ｃｈａｎｎｅｌ Ｏｐｅｒａｔｉｎｇ Ｍｏｄｅは、ビットマップとして実装さ
れ得る。例えば、正表示１は、ＳＴＡが特定のＣｈａｎｎｅｌ Ｏｐｅｒａｔｉｎｇ Ｍｏ
ｄｅの能力があることを示すことができる。
【００６７】
　スケジュールサブフィールドは、以下のスケジュールのうち１つまたは複数を含むこと
ができる：Ｐｒｉｍａｒｙ Ｃｈａｎｎｅｌ Ｓｃｈｅｄｕｌｅ、Ａｃｃｅｓｓ Ｃｈａｎ
ｎｅｌ　Ｓｃｈｅｄｕｌｅ、Ｇｒｏｕｐ Ｓｃｈｅｄｕｌｅ、ＳｕｂＧｒｏｕｐ Ｓｃｈｅ
ｄｕｌｅ、Ｓｏｕｎｄｉｎｇ Ｓｃｈｅｄｕｌｅ、またはＰｒｅｆｅｒｅｎｃｅ Ｉｎｄｉ
ｃａｔｉｏｎ Ｓｃｈｅｄｕｌｅ。
【００６８】
　Ｐｒｉｍａｒｙ Ｃｈａｎｎｅｌ Ｓｃｈｅｄｕｌｅは、動的な主チャネルと関連付ける
ことができ、そしていつ主チャネルが有効になるか、どのチャネルが（例えば、Ｓｔａｒ
ｔ時間、期間を使用して）指定されるかを指定できる。Ｓｔａｒｔ時間は、ＴＳＦ Ｔｉ
ｍｅｒ値でまたは他の時間単位および他の時間参照を使用して特定され得る。
【００６９】
　Ａｃｃｅｓｓ Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｓｃｈｅｄｕｌｅは、動的なアクセスチャネルと関連
付けることができ、そしていつアクセスチャネルが有効になるか、どのチャネルが（例え
ば、Ｓｔａｒｔ時間、期間を使用して）指定されるかを指定できる。Ｓｔａｒｔ時間は、
ＴＳＦ Ｔｉｍｅｒ値でまたは他の時間単位および他の時間参照を使用して特定され得る
。
【００７０】
　Ｇｒｏｕｐ Ｓｃｈｅｄｕｌｅは、いつＳＴＡが表示された主および／またはアクセス
チャネルを使用してチャネルアクセスを行うために切り替わるか、いつＳＴＡが送信およ
び／または受信を起動するかなどといった、ＳＡＴのグループのスケジュールを提供でき
る。Ｇｒｏｕｐ Ｓｃｈｅｄｕｌｅは、ＳＡＴのグループに割り当てられる間隔期間を提
供できる。
【００７１】
　ＳｕｂＧｒｏｕｐ Ｓｃｈｅｄｕｌｅは、いつＳＴＡが表示された主および／またはア
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クセスチャネルを使用してチャネルアクセスを行うために切り替わるか、またはいつＳＴ
Ａが送信および／または受信を起動する(wake up)かなどといった、ＳＡＴのＳｕｂＧｒ
ｏｕｐのスケジュールを提供できる。ＳｕｂＧｒｏｕｐ Ｓｃｈｅｄｕｌｅは、Ｇｒｏｕ
ｐ Ｓｃｈｅｄｕｌｅの開始時間からのＷａｋｅｕｐ Ｏｆｆｓｅｔ、および／またはＳｕ
ｂＧｒｏｕｐに割り当てられるＲＡＷ／ビーコンサブ間隔／ＴＸＯＰの期間を備えること
ができる。
【００７２】
　Ｓｏｕｎｄｉｎｇ Ｓｃｈｅｄｕｌｅは、Ｇｒｏｕｐ／ＳｕｂＧｒｏｕｐのＳＴＡが、
ＡＰからのサウンディングフレームのチャンネルの１つまたは複数を起動してモニタする
間のスケジュールを提供できる。
【００７３】
　Ｐｒｅｆｅｒｅｎｃｅ Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ Ｓｃｈｅｄｕｌｅは、開始時間および期
間を提供できる。Ｐｒｅｆｅｒｅｎｃｅ Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ Ｓｃｈｅｄｕｌｅは、サ
ウンディングを行った後、ＳＴＡのＧｒｏｕｐおよび／またはＳｕｂＧｒｏｕｐがチャネ
ル選好表示をＡＰに提供することが許可される間にＲＡＷ／ＴＷＴ／スロット／ビーコン
サブ間隔を提供できる。
【００７４】
　ＳＴＡのＧｒｏｕｐのＧｒｏｕｐ ＩＤは、潜在的に、表示された主および／またはア
クセスチャネルを使用してチャネルにアクセスできる。Ｇｒｏｕｐ ＩＤは、ＡＰと関連
付けられていないＳＴＡを参照できるデフォルト値である。ＳＴＡは、その能力、チャネ
ル動作モード、送信および受信能力、セクタ化された動作モードに従ってグループ化され
得る。
【００７５】
　ＳｕｂＧｒｏｕｐ ＩＤサブフィールドは、潜在的に、表示された主および／またはア
クセスチャネルを使用してチャネルにアクセスできるＳＴＡのＳｕｂＧｒｏｕｐのＩＤで
ある。ＳｕｂＧｒｏｕｐ ＩＤは、ＡＰと関連付けられていないＳＴＡを参照できるデフ
ォルト値である。ＳＴＡは、その能力、チャネル動作モード、送信および受信能力、セク
タ化された動作モードなどに従ってサブグループに分割され得る。
【００７６】
　Ｃｈａｎｎｅｌ Ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔサブフィールドは、ＡＰによってＳＴＡ、ＳＴ
ＡのＧｒｏｕｐまたはＳｕｂＧｒｏｕｐに提供される、ビットマップ、または開始チャネ
ルの数、またはＳＴＡ、ＳＴＡのＧｒｏｕｐまたはＳｕｂＧｒｏｕｐに割り当てられる総
チャネルから成る（単位帯域幅から成ることもある）チャネルの数として実装され得る、
チャネル割り当てを示すことができる。
【００７７】
　Ｐａｒａｍｅｔｅｒｓサブフィールドは、ＳＴＡが送信および／またはチャネルフィー
ドバックを提供するためのチャネルにアクセスするために使用できる、ＥＤＣＡパラメー
タ、競合ベース、競合しないアクセスなどといったアクセスパラメータを提供できる。
【００７８】
　図７は、Ｃｈａｎｎｅｌ Ａｃｔｉｖｉｔｙ Ｓｃｈｅｄｕｌｅサブフィールドの例示的
な設計を示している。ＳＳＴに含まれるＣｈａｎｎｅｌ Ａｃｔｉｖｉｔｙ Ｓｃｈｅｄｕ
ｌｅサブフィールドは、主および／またはアクセスチャネルのロケーションを示すように
変更され得る。Ｐｒｉｍａｒｙおよび／またはＡｃｃｅｓｓ Ｃｈａｎｎｅｌ Ｉｎｄｉｃ
ａｔｉｏｎは、ビットマップとして実装され得る。値１は、主および／またはアクセスチ
ャネルの一部であるチャネルを示すことができる。Ｐｒｉｍａｒｙおよび／またはＡｃｃ
ｅｓｓ Ｃｈａｎｎｅｌ Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎは、サブフィールド（例えば、チャネル数
、チャネル帯域幅）のペアを使用して実装され得る。Ｐｒｉｍａｒｙおよび／またはＡｃ
ｃｅｓｓ Ｃｈａｎｎｅｌ Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎは、Ｃｈａｎｎｅｌ Ａｃｔｉｖｉｔｙ
ビットマップの主および／またはアクセスチャネルの正位置を示すことができる整数とし
て実装され得る。例えば、ＳＳＴ ＥｌｅｍｅｎｔのＣｈａｎｎｅｌ Ａｃｔｉｖｉｔｙビ
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ットマップが０１１１１０００であれば、Ｐｒｉｍａｒｙおよび／またはＡｃｃｅｓｓ 
Ｃｈａｎｎｅｌ Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎの整数値３は、有効である主および／またはアク
セスチャネルがチャネル４に対応し得る、第３の正表示であることを示す。例えば、Ｐｒ
ｉｍａｒｙおよび／またはＡｃｃｅｓｓ Ｃｈａｎｎｅｌ Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎの整数値
３は、有効である主および／またはアクセスチャネルが、チャネル３に対応する表示され
る第３のチャネルであることを示すことができる。
【００７９】
　Ｐｒｉｍａｒｙおよび／またはＡｃｃｅｓｓ Ｃｈａｎｎｅｌ Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ 
ＩＥのサブフィールドのサブセットは、ＩＥのサブフィールドまたはサブフィールドのサ
ブセットとして実装され得る。このようなＩＥは、例えば、ＳＳＴ Ｅｌｅｍｅｎｔ、Ｓ
ＩＧ／ＶＨＴ／ＨＥＷ／ＶＨＳＥ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ Ｅｌｅｍｅｎｔ、または任意のＡ
ｃｔｉｏｎフレーム、ＡＣＫを持たないＡｃｔｉｏｎフレーム、ビーコン、短ビーコン、
Ｐｒｏｂｅ Ｒｅｓｐｏｓｅ、Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ Ｒｅｓｐｏｎｓｅといった制御、
管理、拡張フレーム、ＳＩＧ Ａｃｔｉｏｎフレームの一部としてまたはＭＡＣ／ＰＬＣ
Ｐヘッダ内に含むことができる。
【００８０】
　Ｉｍｐｌｉｃｉｔ Ｐｒｉｍａｒｙおよび／またはＡｃｃｅｓｓ Ｃｈａｎｎｅｌ Ｉｎ
ｄｉｃａｔｉｏｎを提供できる。主および／またはアクセスチャネルは、ＡＰによって、
ビーコン、短ビーコンといったフレームか、または制御、管理または拡張フレームで暗黙
的に表示され得る。このような主および／またはアクセスチャネルの暗黙的表示は、フィ
ールド、サブフィールド、またはＳＳＴ Ｅｌｅｍｅｎｔ、ＳＩＧ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ要
素、ＨＥＷ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ Ｅｌｅｍｅｎｔ、ＶＨＳＥ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ Ｅｌｅ
ｍｅｎｔなどといったＩＥに含まれ得る。例えば、ＳＳＴ Ｅｌｅｍｅｎｔまたはその他
のタイプのＥｌｅｍｅｎｔが、一定の時間帯１つまたは複数チャネルがＳＳＴに使用され
ることを示すと、主および／またはアクセスチャネルは、ＳＳＴに表示される最低位また
は最高位（lowest or highest）チャネルとなるように暗黙的に表示される。
【００８１】
　ＡＰがそのＡＰのＢＳＳの主および／またはアクセスチャネルを以前に表示したならば
、および例えば、ＳＳＴ要素に一定の時間帯表示される使用可能チャネルがその主および
／またはアクセスチャネルを含むならば、その主および／またはアクセスチャネルは、Ａ
Ｐによって以前に表示されたチャネルと同じままである。例えば、ＳＳＴ要素に一定の時
間帯表示される使用可能チャネルが、ＡＰが以前に表示した主および／またはアクセスチ
ャネルを含まないならば、デフォルト配置の１つまたは複数のチャネルが主チャネルまた
はアクセスチャネルと見なされる。主および／またはアクセスチャネルは、表示される最
高位および最下位チャネルまたはデフォルトチャネルの高位または下位部になり得る。
【００８２】
　暗黙的および／または明示的なＰｒｉｍａｒｙおよび／またはＡｃｃｅｓｓ Ｃｈａｎ
ｎｅｌ Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎを使用するＳＳＴを提供できる。明示的な主および／また
はアクセスチャネル表示において、ＡＰは、ＳＳＴ Ｅｌｅｍｅｎｔまたは変更されたＳ
ＳＴ Ｅｌｅｍｅｎｔと共にまたはそれらの代わりにＰｒｉｍａｒｙ／Ａｃｃｅｓｓ Ｃｈ
ａｎｎｅｌ Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ ＩＥを含むことができる。Ｐｒｉｍａｒｙ／Ａｃｃｅ
ｓｓ Ｃｈａｎｎｅｌ Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ ＩＥは、ビーコン（サブ）間隔ＲＡＷ、ま
たはビーコンまたは短ビーコンに後続するＴＷＴとなり得る、一定の時間帯にそのＢＳＳ
の主および／またはアクセスチャネルのロケーションを示すために、ビーコン、短ビーコ
ン、Ｐｒｏｂｅ Ｒｅｓｐｏｓｅ、（Ｒｅ）Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ Ｒｅｓｐｏｎｓｅあ
るいは他のタイプの制御、管理、または拡張フレームといったフレームで提供され得る。
【００８３】
　暗黙的な主および／またはアクセスチャネル表示において、ＡＰは、ビーコンまたは短
ビーコンに後続するビーコン（サブ）間隔となり得る、一定の時間帯にそのＢＳＳの主お
よび／またはアクセスチャネルのロケーションを示すために、ＡＰのフィールドまたはサ
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ブフィールドのうち１つのロケーションまたはフィールド（例えば、ＳＳＴ要素内のＣｈ
ａｎｎｅｌ Ａｃｔｉｖｉｔｙ Ｂｉｔｍａｐ）を使用するＰｒｉｍａｒｙおよび／または
Ａｃｃｅｓｓチャネルのロケーションをビーコン、短ビーコン、あるいは他のタイプの制
御、管理、または拡張フレームといったフレームで暗黙的に表示できる。
【００８４】
　ＳＳＴの能力があり、そして媒体へのアクセスが許可されたＳＴＡは、例えば、そのＲ
ＡＷ／ＴＷＴまたは他のスケジュール割り当て、またはその（サブ）グループＩＤに基づ
く。その情報は、ビーコンまたは短ビーコンまたはリソース割り振りフレームなどに表示
され得る。このようなＳＴＡは、ＡＰから受信される情報に基づいて主および／またはア
クセスチャネルのロケーションを判定できる。
【００８５】
　ＳＴＡは、媒体アクセスが競合する主および／またはアクセスチャネルをモニタできる
。例えば、ＳＴＡの最良のチャネルがチャネル１であり、そしてその主および／またはア
クセスチャネルがチャネル２であると仮定すると、一例において、そのＳＴＡは、Ｃｈａ
ｎｎｅｌ１と２の両方をモニタする。ＳＴＡが両方のチャネルへのアクセスを取得してい
るならば、そのＳＴＡは、チャネル１と２の両方に対する重複ＲＴＳ、または重複データ
といった重複フレームを送信する。ＡＰは、その後、チャネル１と２の両方に対する重複
ＣＴＳまたはＡＣＫといった重複フレームで応答する。ＳＴＡおよびＡＰは、それらの送
信が完了するまでそれらのパケット交換を継続できる。ＳＴＡおよびＡＰは、主および／
またはアクセスチャネル上でＮＡＶを設定することによって媒体を予約し、その後、それ
らのデータパケット／ＡＣＫを、ＳＴＡにとって最良であるＣｈａｎｎｅｌ１で送信でき
る。ＳＴＡおよびＡＰは、主および／またはアクセスチャネルと、ＳＴＡ／ＡＰにとって
最良であるチャネル、例えば、チャネル１および２との両方のチャネル上でＮＡＶを設定
することによって媒体を予約し、そしてそれらのデータパケット／ＡＣＫをＣｈａｎｎｅ
ｌ１で送信できる。
【００８６】
　ＡＰと通信する媒体へのアクセスを試行する他のＳＴＡは、Ｃｈａｎｎｅｌ２をモニタ
でき、そしてそのＳＴＡが媒体を予約するあるいは主および／またはアクセスチャネルへ
のアクセスを取得することが可能な時に送信できる。１つまたは複数のＳＴＡは、そのＳ
ＴＡが媒体を予約するあるいは主および／またはアクセスチャネルおよびそのＳＴＡの最
良のチャネル、例えば、そのＳＴＡの送信の主要なバルクに使用するつもりであるチャネ
ルへのアクセスを例えば、ＡＰとの成功したＲＴＳ／ＣＴＳ交換によって取得することが
可能な時に送信できる。
【００８７】
　ＡＰ Ｄｒｉｖｅｎ Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ Ｓｅｌｅｃｔｉｖｅ Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏ
ｎｓを提供できる。ＳＳＴは、ＡＰ駆動にできる。ＡＰは、ＤＬ送信の間隔を指定できる
。ＳＴＡは、主および／またはアクセスチャネルおよび／またはＣｈａｎｎｅｌ Ａｃｔ
ｉｖｉｔｙビットマップによって受信パケットに表示される全ての使用可能チャネルをモ
ニタできる。
【００８８】
　ＡＰは、ＳＴＡのチャネルフィードバックの間隔を指定できる。１つのＳＴＡは、その
間隔で各スロットに割り当てられ得る。ＳＴＡのそれぞれは、そのＳＴＡのフィードバッ
クを表示されるそのＳＴＡの最良のチャネルまたは主および／またはアクセスチャネルに
提供できる。ＡＰは、ＳＴＡがＡＰとのＵＬおよびＤＬ送信を行うことができるように、
ＳＴＡのスケジュールおよびチャネル割り当てを提供するためにビーコン、短ビーコン、
リソース割り振りフレームなどを介してスケジュールを提供できる。
【００８９】
　特定の組み合わせにおいて特徴および要素を上述しているが、各特徴または要素は、単
独で、または他の特徴および要素との任意の組み合わせにおいて使用されてよいことが当
業者には認識されよう。本明細書で説明した８０２．１１プロトコル以外にも、本明細書
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で説明した特徴および要素は、他のワイヤレスシステムに適用可能にできる。本明細書で
説明した特徴および要素は、アップリンク動作に関する説明であったが、その方法および
手順は、ダウンリンク動作にも適用され得る。ＳＩＦＳは、本明細書ではさまざまなフレ
ーム間間隔を示すために使用されたが、他のフレーム間間隔、例えば、ＲＩＦＳまたは他
の承認された時間間隔も提供され得る。さらに、本明細書で説明した方法は、コンピュー
タまたはプロセッサによって実行するためのコンピュータ可読媒体に組み込まれるコンピ
ュータプログラム、ソフトウェア、またはファームウェアに実装され得る。コンピュータ
可読媒体の例は、（ワイヤードまたはワイヤレス接続を介して送信される）電子信号およ
びコンピュータ可読記憶媒体を含む。コンピュータ可読記憶媒体の例は、限定されるわけ
ではないが、リードオンリーメモリ（ＲＯＭ）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、レ
ジスタ、キャッシュメモリ、半導体メモリデバイス、内部ハードディスクおよびリムーバ
ブルディスクなど、磁気媒体、光磁気媒体、ＣＤ－ＲＯＭディスクなど、光媒体。および
デジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）を含む。ソフトウェアと関連するプロセッサを使用し
て、ＷＴＲＵ、ＷＴＲＵ、端末機、基地局、ＲＮＣ、または任意のホストコンピュータで
使用するための無線周波数トランシーバを実装できる。

【図１Ａ】 【図１Ｂ】
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【図１Ｃ】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】
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【手続補正書】
【提出日】平成28年2月8日(2016.2.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プロセッサを備えた第１のＩＥＥＥ８０２．１１デバイスであって、前記プロセッサは
、
　第２のＩＥＥＥ８０２．１１デバイスと関連付けられ、
　前記第２のＩＥＥＥ８０２．１１デバイスから送信を受信し、前記送信は、ある時間帯
に対して前記第１のＩＥＥＥ８０２．１１デバイスによる使用のために利用可能なチャネ
ルの表示を含み、および前記チャネルは主チャネルに関連付けられ、および前記表示はビ
ットマップを使用して提供され、
　前記時間帯の間に、示された前記チャネルにアクセスする
　ように構成されたことを特徴とする第１のＩＥＥＥ８０２．１１デバイス。
【請求項２】
　前記プロセッサは、情報要素を受信するようにさらに構成されたことを特徴とする請求
項１に記載の第１のＩＥＥＥ８０２．１１デバイス。
【請求項３】
　前記ビットマップは、前記受信した情報要素において搬送されることを特徴とする請求
項２に記載の第１のＩＥＥＥ８０２．１１デバイス。
【請求項４】
　前記チャネルは、前記ビットマップにおける“１”の値の位置により、前記ビットマッ
プにおいて示されることを特徴とする請求項３に記載の第１のＩＥＥＥ８０２．１１デバ
イス。
【請求項５】
　前記チャネルは、前記第１のＩＥＥＥ８０２．１１デバイスおよび第２のＩＥＥＥ８０
２．１１デバイスを含む基本サービスセットに関連付けられることを特徴とする請求項１
に記載の第１のＩＥＥＥ８０２．１１デバイス。
【請求項６】
　前記第１のＩＥＥＥ８０２．１１デバイスは、ＩＥＥＥ８０２．１１ステーションであ
ることを特徴とする請求項１に記載の第１のＩＥＥＥ８０２．１１デバイス。
【請求項７】
　前記情報要素は、チャネル動作モード表示、または前記チャネルにアクセスするための
前記第１のＩＥＥＥ８０２．１１デバイスによる使用に対するパラメータのうちの少なく
とも１つを含むことを特徴とする請求項２に記載の第１のＩＥＥＥ８０２．１１デバイス
。
【請求項８】
　第１のＩＥＥＥ８０２．１１デバイスに関連付けられた方法であって、前記方法は、
　第２のＩＥＥＥ８０２．１１デバイスに関連付けるステップと、
　前記第２のＩＥＥＥ８０２．１１デバイスから送信を受信するステップであって、前記
送信は、ある時間帯に対して前記第１のＩＥＥＥ８０２．１１デバイスによる使用のため
に利用可能なチャネルの表示を含み、および前記チャネルは主チャネルに関連付けられ、
および前記表示はビットマップを使用して提供される、ステップと、
　前記時間帯の間に、示された前記チャネルにアクセスするステップと
　を備えたことを特徴とする方法。
【請求項９】



(25) JP 2016-523477 A 2016.8.8

　情報要素を受信するステップをさらに備えたことを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ビットマップは、前記受信した情報要素において搬送されることを特徴とする請求
項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記チャネルは、前記ビットマップにおける“１”の値の位置により、前記ビットマッ
プにおいて示されることを特徴とする請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記チャネルは、前記第１のＩＥＥＥ８０２．１１デバイスおよび第２のＩＥＥＥ８０
２．１１デバイスを含む基本サービスセットに関連付られることを特徴とする請求項８に
記載の方法。
【請求項１３】
　前記第１のＩＥＥＥ８０２．１１デバイスは、ＩＥＥＥ８０２．１１ステーションであ
ることを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１４】
　前記情報要素は、チャネル動作モード表示、または前記チャネルにアクセスするための
前記第１のＩＥＥＥ８０２．１１デバイスによる使用に対するパラメータのうちの少なく
とも１つを含むことを特徴とする請求項９に記載の方法。
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